
‘地域のために何かやりたい人’と‘それ

を応援したい人’を結び付け、「寄付により

市民活動に参加する」という意識醸成も目

指し、「一関じもっと基金」を創設しました。

第１回目のエントリー募集(令和５年２月１

日～３月４日)では、７団体から応募を受け

付けました。審査会を経て、令和５年４月

から寄付の受付を開始す

る予定です。基金の詳細は

右のQRコードを読み込むか

下記までお問合せください。

ideaideaideaideaニュースレター「イデア」

2023.４
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「定位置で、目指せ冬の風物詩」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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トーバン印刷株式会社では、両磐

地域の小・中学校、高等学校の校歌

を掲載した校歌集(２種)を販売してい

ます。既に統廃合となった学校の校

歌から新校歌（令和３年３月現在)を

楽譜付きで掲載しています。詳しくは

下記までお問合わせください。

地域資源を活かした、教育旅行及び着

地型観光による交流人口の拡大等に取

り組む「いちのせきニューツーリズム協議

会」では、修学旅行や体験学習などで他

県から訪れる子どもたち(中学生・高校

生)の民泊受入れに協力してくれる家庭

(体験要素があれば農家でなくても可)を

募集しています。詳しくは下記まで。

冬期休業していた「花の駅せんま

や軽トラ市（主催：清田親交会・小梨

自治振興協議会）」は令和５年度の

開催を４月から再開予定(毎月第３

日曜日)です。

荷台いっぱいに地元で採れた野菜

や特産品などを積んだ軽トラが並び

ます。出店者も随時募集中。詳しくは

下記まで。

一関修紅高等学校

「男子バレーボール部」

公式情報発信中

情報
「にしいわいの校歌集」

「ひがしいわいの校歌集」

販売中

情報

一関市国際交流協会

会員募集！

募集

募集

「じもっと基金」

寄付受付について

情報

前月比世帯数前月比人口

-1324486-3854559一関

14706-2612104花泉

11279-103256川崎

04109-99915千厩

04910-2712018大東

12276-75919東山

11178414419室根

-122779-257161藤沢

前月比一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体

-141109351人口

-1146329世帯数

-934出生数

2023年３３３３月月月月１１１１日日日日付

(2023年２月28日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

教育旅行等の「民泊」

受入れ家庭募集！

商品名商品名商品名商品名とととと概要概要概要概要：

①「にしいわいの校歌集(約80曲掲載)」

(小・中学校の空撮カラー写真付)

３,３００円(税込)

②「ひがしいわいの校歌集(約70曲掲載)」

(楽譜を基にしたピアノ曲を収録した

ＣＤ２枚付き) ３,８５０円(税込)

問合問合問合問合：０１９１-５２-２４４５

（トーバン印刷株式会社 本社・工場）

受入人数受入人数受入人数受入人数：３名程度/１泊が基本

体験体験体験体験：各家庭で、農作業や家の作業

等を手伝って過ごします。

謝礼謝礼謝礼謝礼：宿泊体験にかかる体験料(食事

費用含む)を支払います。

問合問合問合問合：０１９１-８２-３１１１

（いちのせきニューツーリズム協議会事務局

一関市役所花泉支所内)

本誌「二言三言」でご紹介した一関

修紅高等学校の男子バレーボール部

では、公式ホームページのほか、

Twitter、Instagramでも情報を発信し

ています。試合スケジュールはもちろ

ん、練習の様子、選手たちの普段の

様子もご覧いただけます。また、入部

(入学)を検討する生徒向けの部活体

験会の日程等も掲載されています。

下記QRコードを読み込むか、URLや

アカウント名で検索ください。

「花の駅せんまや軽トラ市」

再開予定のお知らせ

情報

公式公式公式公式ＨＰＨＰＨＰＨＰ：https://ijimotto.jp

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

（一関じもっと基金事務局

いちのせき市民活動センター)

１｜二言三言｜ 一関修紅高等学校男子バレーボール部高橋昇禎監督・石川愛礼選手(前編)

３｜団体紹介｜ 室根バレーボール協会

５｜地域紹介｜ 曲田自治会（藤沢）

７｜企業紹介｜ 株式会社一関環境保全センター(一関)

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㉝ 農村RMOと地域協働体

９｜センターの自由研究｜ くらし調査ファイル№21「年(歳)神様の迎え方②」

今月の表紙

「農婦症(農作業が原因の肩こり・腰痛)」解消のため、昭和40年代に大

東町興田で始まった「家庭バレーボール」。その後、「大東町ママさん・パ

パさんバレーボール大会」の開催で町内にバレーが普及し、旧大東町は

「ふるさと創生事業」で「バレーボール日本一」のまちづくりを宣言。「大東

バレーボール記念館」が平成７年に完成しました。令和時代、バレーが地

域づくりのキーワードに再び返り咲く……かも!?(二言三言、団体紹介)

一関市国際交流協会では、国際交

流に関心のある方、他国の言葉や文

化にふれてみたい方など、一緒に活

動してくれる会員を募集

します。詳しくはQRコード

を読み込むか下記まで

お問合せください。

活動内容活動内容活動内容活動内容：

・国際交流に関する研修、セミナー

・料理や文化を通じた交流イベント

・海外学生の受入（ホームステイ）等

年会費年会費年会費年会費：

〈個人会費〉２,０００円／人

〈団体・法人会費〉１０,０００円

問合問合問合問合：：：：０１９１-３４-４７１１

（一関市国際交流協会）

ＨＰＨＰＨＰＨＰ：https://shuko-volleyball.

hacca.jp/

ＴｗｉｔｔｅｒＴｗｉｔｔｅｒＴｗｉｔｔｅｒＴｗｉｔｔｅｒ：@shuko_0527

InstagramInstagramInstagramInstagram：@shuko_volleyball

問合問合問合問合：０１９１-２３-３０９６

(一関修紅高等学校)

日時日時日時日時：４月～１２月の第３日曜日

９時～１２時 ※４月は４月１６日

場所場所場所場所：「花の駅せんまや」駐車場内

(一関市千厩町清田字境)

料金料金料金料金：入場無料

問合問合問合問合：０９０-３７５８-０４６９

（清田親交会事務局・千葉)



【高橋昇禎監督】不来方高校、亜細亜大学で活躍後、

東レアローズに入団。平成13年に現役を引退すると

指導者に転身、亜細亜大学の監督を経て、平成19年

より一関修紅高等学校男子バレーボール部の監督へ。

【石川愛礼選手(取材当時３年生)】奥州市江刺愛宕

出身、金ヶ崎中学校卒業。令和元年度全日本中学生

バレーボール選抜(男女各12人)にもセッターで選ば

れた。身長178㎝。

「日本一」を目指すための環境を整えて「日本一」を目指すための環境を整えて「日本一」を目指すための環境を整えて「日本一」を目指すための環境を整えて

～バレーボールをツールに～バレーボールをツールに～バレーボールをツールに～バレーボールをツールに【【【【前前前前編編編編】】】】～～～～

地域の「気になる人」を対談でご紹介

一関修紅高等学校 男子バレーボール部 高橋昇禎監督
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で

そ

れ

な

り

に

戦

え

た

の

で

、

い

け

る

な

、

と

。

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

３

回

戦

目

(

開

智

)

が

鬼

門

だ

っ

て

分

か

っ

て

た

の

で

、

あ

え

て

１

、

２

回

戦

目

は

プ

レ

ー

に

制

限

を

か

け

、

普

通

に

や

っ

て

ま

せ

ん

。

開

智

と

は

過

去

に

も

対

戦

し

て

い

ま

す

が

、

ま

だ

勝

っ

た

こ

と

が

な

く

て

。

そ

れ

が

１

セ

ッ

ト

目

を

と

っ

て

、

勝

っ

た

と

思

っ

ち

ゃ

っ

た

ん

で

す

よ

。

そ

れ

が

私

た

ち

の

足

り

な

い

と

こ

ろ

だ

と

感

じ

て

い

ま

す

。

選

手

た

ち

は

普

段

以

上

の

こ

と

を

や

っ

て

く

れ

て

「

大

会

の

中

で

成

長

す

る

」

と

い

う

こ

と

が

本

当

に

あ

る

ん

だ

な

っ

て

い

う

の

は

、

勉

強

さ

せ

ら

れ

ま

し

た

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

日

本

一

を

目

指

せ

る

高

校

が

市

内

に

あ

る

こ

と

を

本

当

に

誇

り

に

思

う

ん

で

す

が

、

修

紅

の

男

子

バ

レ

ー

部

っ

て

、

ず

っ

と

強

い

わ

け

で

は

な

か

っ

た

で

す

よ

ね

？

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

昔

は

強

か

っ

た

ん

で

す

が

、

一

度

廃

部

に

な

り

か

け

て

る

ん

で

す

。

私

は

平

成

19

年

か

ら

監

督

を

し

て

い

ま

す

が

、

実

は

私

が

改

め

て

立

ち

上

げ

た

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

廃

部

同

然

の

部

活

に

東

レ

出

身

の

高

橋

監

督

を

就

任

さ

せ

る

と

い

う

学

校

の

方

針

に

驚

き

ま

す

が

、

監

督

就

任

の

経

緯

は

？

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

偶

然

で

す

。

東

レ

を

引

退

し

、

亜

細

亜

大

学

の

監

督

を

し

て

い

ま

し

た

が

、

辞

め

て

地

元

に

帰

り

、

た

ま

た

ま

当

時

の

修

紅

の

校

長

と

出

会

い

ま

し

て

。

こ

の

校

長

が

私

と

同

じ

北

上

市

出

身

で

、

か

つ

女

子

バ

レ

ー

部

の

監

督

も

し

て

い

た

方

だ

っ

た

ん

で

す

。

そ

ん

な

ご

縁

で

誘

っ

て

い

た

だ

い

た

ん

で

す

が

、

最

初

は

大

変

で

し

た

。

部

員

が

６

人

し

か

い

な

い

う

ち

の

２

人

は

未

経

験

で

…
…

。

練

習

試

合

を

組

ん

で

も

当

日

来

な

く

て

、

仕

方

な

く

私

が

出

た

り

(

笑

)

愛

礼

愛

礼

愛

礼

愛

礼

初

め

て

聞

き

ま

し

た

、

そ

ん

な

話

(

笑

)

僕

た

ち

が

小

・

中

学

生

の

時

に

は

も

う

修

紅

は

県

で

一

位

を

と

っ

て

ま

し

た

。

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

平

成

24

年

に

は

春

高

の

県

予

選

で

優

勝

し

て

ま

す

か

ら

、

県

制

覇

ま

で

は

時

間

が

か

か

ら

な

か

っ

た

で

す

。

問

題

は

そ

こ

か

ら

。

県

優

勝

は

当

た

り

前

に

な

っ

て

も

、

そ

の

先

が

な

か

な

か

勝

て

な

い

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

県

優

勝

は

で

き

て

も

、

そ

の

先

で

勝

て

な

い

要

因

は

何

で

す

か

。

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

本

校

に

限

ら

ず

、

岩

手

が

勝

て

な

い

理

由

の

一

つ

は

、

良

い

選

手

が

外

に

出

て

し

ま

う

こ

と

。

雄

物

川

高

校

や

東

北

高

校

、

最

近

は

春

高

で

戦

っ

た

和

歌

山

県

の

開

智

に

行

っ

た

選

手

ま

で

い

ま

す

。

多

分

、

愛

礼

も

考

え

た

と

思

う

ん

で

す

。

愛

礼

愛

礼

愛

礼

愛

礼

確

か

に

岩

手

に

こ

だ

わ

る

っ

て

い

う

の

は

正

直

な

く

て

、

強

い

と

こ

で

や

り

た

い

と

思

っ

て

ま

し

た

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

県

外

も

視

野

に

入

る

の

に

、

愛

礼

君

が

修

紅

を

選

ん

だ

理

由

は

？

愛

礼

愛

礼

愛

礼

愛

礼

高

橋

監

督

の

下

で

や

り

た

か

っ

た

の

と

、

修

紅

の

バ

レ

ー

が

自

分

に

合

っ

て

い

る

と

思

っ

た

の

で

。

あ

と

は

自

分

の

同

級

生

の

良

い

選

手

た

ち

が

修

紅

に

た

く

さ

ん

入

る

っ

て

い

う

の

を

聞

い

た

の

も

あ

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

同

級

生

が

ど

こ

に

入

る

と

か

、

そ

う

い

う

情

報

も

見

る

ん

だ

！

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

愛

礼

は

中

学

校

の

岩

手

県

選

抜

選

手

な

の

で

、

横

の

つ

な

が

り

が

あ

る

し

、

全

日

本

の

選

抜

に

も

選

ば

れ

て

い

る

の

で

、

他

県

の

選

手

も

知

っ

て

い

る

ん

で

す

。

な

の

で

、

普

段

は

選

抜

の

子

が

ど

こ

の

高

校

に

何

人

行

く

の

か

が

バ

ロ

メ

ー

タ

ー

の

よ

う

な

状

態

な

ん

で

す

が

、

こ

の

世

代

の

場

合

、

愛

礼

が

岩

手

選

抜

の

選

手

を

引

き

連

れ

て

き

た

よ

う

な

感

じ

で

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

愛

礼

君

と

や

り

た

い

、

と

。

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

そ

う

。

そ

こ

に

リ

ク

ル

ー

ト

し

た

他

県

選

抜

の

選

手

も

加

わ

っ

た

。

良

い

選

手

が

外

に

出

て

し

ま

う

岩

手

に

お

い

て

、

逆

の

、

県

外

か

ら

来

て

も

ら

え

る

よ

う

に

な

っ

た

。

そ

し

て

愛

礼

の

よ

う

な

選

手

も

残

っ

て

く

れ

た

。

そ

れ

が

う

ち

の

強

み

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

岩

手

の

男

子

バ

レ

ー

は

不

来

方

高

校

、

盛

岡

南

高

校

と

い

う

県

立

が

強

か

っ

た

の

で

、

そ

こ

に

限

界

が

あ

っ

た

と

い

う

か

…
…

。

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

例

え

ば

寮

が

あ

る

の

も

本

校

の

強

み

で

、

や

っ

ぱ

り

私

立

だ

と

そ

う

い

う

体

制

は

整

え

や

す

い

で

す

よ

ね

。

働

き

方

改

革

な

ど

の

影

響

も

あ

り

、

県

立

は

今

後

ま

す

ま

す

厳

し

く

な

る

ん

じ

ゃ

な

い

か

と

思

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

す

る

と

、

岩

手

の

高

校

男

子

バ

レ

ー

に

お

け

る

受

け

皿

は

修

紅

に

集

中

し

て

く

る

の

で

は

？

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

そ

れ

が

ね

ぇ

…
…

敬

遠

さ

れ

る

ん

で

す

よ

。

岩

手

県

は

ま

だ

ま

だ

県

立

志

向

が

強

く

て

、

私

立

は

第

二

志

望

っ

て

い

う

イ

メ

ー

ジ

が

保

護

者

世

代

に

も

根

強

く

残

っ

て

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

私

立

高

校

に

対

す

る

マ

イ

ン

ド

リ

セ

ッ

ト

は

、

一

関

学

院

さ

ん

と

対

談

し

た

時

に

も

話

題

に

あ

が

っ

て

、

我

々

も

気

に

な

っ

て

い

て

。

県

立

に

行

っ

た

方

が

良

い

と

い

う

安

易

な

発

想

で

は

な

く

「

子

ど

も

た

ち

の

教

育

や

成

長

を

ど

う

い

う

環

境

で

目

指

す

か

」

っ

て

い

う

部

分

に

主

眼

を

置

い

て

欲

し

い

で

す

よ

ね

。

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

特

に

多

い

の

が

「

進

学

し

た

い

か

ら

」

っ

て

い

う

理

由

。

確

か

に

本

校

は

進

学

６

・

就

職

４

の

割

合

で

す

が

、

バ

レ

ー

部

の

３

年

生

(

令

和

４

年

度

)

13

人

中

９

人

が

大

学

進

学

で

す

。

も

ち

ろ

ん

バ

レ

ー

に

関

連

し

た

進

学

が

多

い

で

す

が

、

セ

ン

タ

ー

試

験

を

受

け

て

国

立

に

行

っ

た

卒

業

生

も

い

ま

す

。

だ

か

ら

逆

に

、

大

学

進

学

を

考

え

て

い

る

か

ら

修

紅

を

選

ぶ

子

が

い

る

の

も

事

実

。

ち

な

み

に

愛

礼

は

Ｖ

リ

ー

ガ

ー

に

な

る

こ

と

を

見

据

え

て

日

体

大

に

進

学

し

ま

す

し

、

も

う

一

人

の

エ

ー

ス

も

同

じ

く

Ｖ

リ

ー

ガ

ー

目

指

し

て

順

天

堂

大

で

す

。

(( ((

後

編

後

編

後

編

後

編

にににに

続続続続

くくくく)) ))

２
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１

※２ 「大エース」に依存する従来の高校バレーのスタイルではなく、「常に４枚打てる数的優位をつくりだすコンビバレー」をテーマに、将来的に

大学やＶリーグで活躍していける人材を育むため、個人のプレーの幅を広げる(フィジカル能力を高める)ことにも注力している。

※３ 情報誌『idea』2022年12月号(前編)・2023年１月号(後編) ／ ※４ 日本体育大学

※１ 和歌山県和歌山市の「開智(開智中学校・高等学校)」と対戦し、フルセットの末、逆転負けしたが、岩手県勢初のベスト16入りを果たした。

※

２

左：石川愛礼(あれい)選手 右：高橋昇禎(のりよし)監督

令和４年度キャプテン(セッター) 石川愛礼選手 ×××× いちのせき市民活動センター センター長小野寺浩樹
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TEL：090-5231-0611(事務局・日下)

写真：同会協力団体「玉椿(男子)」「室根オリー

ブ(女子)」の練習後集合写真(令和４年２月)

団

体

に

も

な

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

に

、

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

が

身

近

に

あ

る

室

根

地

域

で

す

が

、

先

述

の

「

い

わ

い

ど

り

オ

ヤ

マ

杯

」

に

加

え

、

令

和

４

年

に

は

「

室

根

総

合

開

発

カ

ッ

プ

」

を

創

設

す

る

な

ど

、

競

技

ス

ポ

ー

ツ

と

し

て

の

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

を

楽

し

め

る

環

境

づ

く

り

に

も

力

を

入

れ

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

の

ス

ポ

ン

サ

ー

カ

ッ

プ

(

冠

大

会

)

を

企

画

運

営

し

て

き

た

の

は

、

平

成

29

年

４

月

か

ら

同

会

事

務

局

を

務

め

る

日

下

徹

さ

ん

。

会

員

や

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

愛

好

家

か

ら

は

、

定

期

的

な

目

標

と

し

て

、

大

会

の

開

催

を

望

ま

れ

る

も

の

の

、

会

費

だ

け

で

の

運

営

に

は

限

界

が

あ

っ

た

と

言

い

ま

す

。

そ

こ

で

、

地

元

企

業

で

あ

る

株

式

会

社

オ

ヤ

マ

に

協

賛

を

打

診

し

た

と

こ

ろ

、

快

諾

！

運

営

費

の

ほ

か

、

参

加

賞

や

入

賞

チ

ー

ム

へ

の

副

賞

と

し

て

同

社

の

「

か

ら

あ

げ

屋

」

チ

ケ

ッ

ト

の

提

供

を

も

ら

っ

て

い

ま

す

。

「

バ

レ

ー

を

楽

し

ん

で

、

か

ら

あ

げ

を

食

べ

な

が

ら

帰

る

。

そ

の

日

は

か

ら

あ

げ

屋

の

売

上

も

上

が

っ

て

い

る

と

聞

い

た

の

で

、

地

域

の

盛

り

上

げ

に

も

少

し

は

貢

献

で

き

て

い

る

と

思

い

ま

す

」

と

日

下

さ

ん

。

「

室

根

総

合

開

発

カ

ッ

プ

」

も

同

様

に

室

根

総

合

開

発

株

式

会

社

に

協

賛

依

頼

し

、

同

社

が

運

営

す

る

蕎

麦

屋

「

む

ろ

ね

庵

」

の

チ

ケ

ッ

ト

が

提

供

さ

れ

て

お

り

、

「

次

は

市

内

の

カ

フ

ェ

な

ど

、

地

域

内

の

各

種

飲

食

店

と

連

携

し

て

い

き

た

い

」

と

バ

レ

ー

を

通

し

た

地

域

貢

献

の

可

能

性

を

探

り

続

け

て

い

ま

す

。

令

和

４

年

度

に

新

た

に

始

め

た

も

の

に

も

う

一

つ

「

男

女

混

合

６

人

制

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

(

一

関

市

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

協

会

主

催

)

」

が

あ

り

ま

す

。

千

厩

・

大

東

・

室

根

の

３

支

協

会

が

主

管

と

会

場

を

持

ち

回

り

し

、

第

１

回

目

を

室

根

が

担

当

し

ま

し

た

。

男

女

混

合

６

人

制

バ

レ

ー

は

、

男

女

３

人

ず

つ

の

チ

ー

ム

で

行

う

も

の

で

、

当

市

内

に

も

７

つ

の

チ

ー

ム

が

あ

り

ま

す

。

し

か

し

、

市

内

で

は

大

会

が

な

い

た

め

、

他

地

域

で

開

催

さ

れ

る

大

会

に

出

場

す

る

し

か

な

い

の

だ

と

か

。

「

一

関

市

内

で

も

開

催

し

て

欲

し

い

」

と

い

う

声

を

受

け

、

同

会

が

企

画

、

令

和

４

年

７

月

に

初

開

催

し

ま

し

た

。

愛

好

家

の

ニ

ー

ズ

に

寄

り

添

う

同

会

で

は

、

約

40

チ

ー

ム

が

集

う

「

い

わ

い

ど

り

オ

ヤ

マ

杯

」

で

部

門

毎

の

総

当

た

り

戦

も

実

現

。

市

体

育

協

会

が

主

催

す

る

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

が

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

戦

で

あ

り

、

物

足

り

な

さ

を

感

じ

て

い

る

と

い

う

声

を

受

け

て

の

改

革

で

し

た

。

「

最

大

２

試

合

だ

っ

た

の

を

総

当

た

り

に

し

た

の

で

、

運

営

は

大

変

な

部

分

も

あ

り

ま

す

が

、

参

加

者

が

喜

び

、

会

員

た

ち

も

頑

張

っ

て

く

れ

る

の

で

」

と

佐

々

木

さ

ん

。

令

和

４

年

度

は

育

児

室

も

開

放

す

る

な

ど

、

子

育

て

世

代

の

参

加

を

促

す

工

夫

も

。

「

人

に

や

さ

し

い

大

会

」

の

充

実

を

目

指

す

同

会

の

挑

戦

が

、

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

愛

好

家

の

輪

を

広

げ

て

い

ま

す

。

日下徹日下徹日下徹日下徹さんさんさんさん

高校でバレーを始め、

社会人になってから地

元のバレーチーム(室根

クラブ)へ。大東高校バ

レー部のコーチも長年

担ってきました(令和５

年から休部)。

佐々木勤佐々木勤佐々木勤佐々木勤さんさんさんさん

学生時代にバレーを始

め、Ｕターン後に先輩

たちに誘われて同会へ。

現在も市内のバレー

チームのコーチをする

など現役の愛好家です。

ま

だ

コ

ロ

ナ

禍

の

明

け

な

い

令

和

５

年

２

月

12

日

。

一

関

市

室

根

町

に

あ

る

室

根

総

合

体

育

館

に

小

さ

な

子

ど

も

か

ら

シ

ニ

ア

世

代

ま

で

、

市

内

各

地

か

ら

２

０

０

人

を

超

え

る

人

々

が

集

ま

り

ま

し

た

。

そ

の

お

目

当

て

は

「

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

」

。

第

６

回

目

と

な

る

「

い

わ

い

ど

り

オ

ヤ

マ

杯

一

関

市

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

」

が

賑

や

か

に

開

催

さ

れ

た

の

で

す

。

主

催

は

一

関

市

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

協

会

で

す

が

、

主

管

と

し

て

こ

の

大

会

を

企

画

・

運

営

す

る

の

が

「

室

根

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

協

会

」

で

す

。

同

会

は

昭

和

54

年

頃

の

発

足

。

旧

室

根

村

に

お

け

る

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

に

関

連

す

る

事

業

を

企

画

運

営

し

て

き

ま

し

た

。

一

関

市

が

合

併

し

た

こ

と

を

受

け

、

旧

町

村

に

存

在

し

て

い

た

各

協

会

の

上

部

組

織

の

よ

う

な

形

で

一

関

市

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

協

会

が

発

足

し

た

た

め

、

現

在

で

は

「

支

協

会

」

と

い

う

位

置

づ

け

で

活

動

し

て

い

ま

す

。

特

筆

す

べ

き

は

同

会

の

役

員

・

会

員

の

多

さ

。

役

員

が

約

20

人

、

会

員

も

30

人

程

お

り

、

大

会

な

ど

の

事

業

の

際

に

は

さ

ら

に

40

人

程

が

自

主

的

に

準

備

に

駆

け

つ

け

て

く

れ

る

の

だ

と

か

。

「

他

の

協

会

か

ら

は

羨

ま

し

が

ら

れ

ま

す

。

し

か

も

若

い

世

代

が

手

伝

っ

て

く

れ

る

の

で

」

と

、

微

笑

む

の

は

同

会

８

代

目

会

長

の

佐

々

木

勤

さ

ん

で

す

。

佐

々

木

さ

ん

含

め

、

同

会

は

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

の

愛

好

者

で

構

成

さ

れ

て

い

る

の

で

、

大

会

の

際

に

は

、

運

営

も

し

つ

つ

、

自

身

も

チ

ー

ム

を

組

ん

で

参

加

し

、

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

を

楽

し

む

会

員

が

多

く

い

る

そ

う

で

す

。

室

根

地

域

で

は

旧

村

時

代

か

ら

続

く

自

治

会

対

抗

の

「

家

庭

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

(

市

体

育

協

会

主

催

／

室

根

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

協

会

主

管

)

」

が

あ

り

、

令

和

４

年

で

56

回

目

。

参

加

す

る

自

治

会

数

や

参

加

者

は

年

々

減

少

し

て

い

る

も

の

の

、

地

域

住

民

の

交

流

の

場

と

し

て

大

切

に

続

け

ら

れ

て

き

ま

し

た

。

ま

た

、

室

根

を

拠

点

に

練

習

を

行

う

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

チ

ー

ム

が

２

団

体

あ

り

、

同

会

の

協

力

３４

団体

紹介

室根室根室根室根バレーボールバレーボールバレーボールバレーボール協会協会協会協会

昭和50年代に発足。旧室根村時代から続

く「家庭バレーボール大会」を主管するほ

か、近年は地元企業と連携した冠大会等も

企画。令和４年度は計４つの大会の主管を

務めている。

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

が

つ

な

ぐ

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

が

つ

な

ぐ

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

が

つ

な

ぐ

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

が

つ

な

ぐ

「「「「

地

域

地

域

地

域

地

域

」」」」

とととと

「「「「

人人人人

」」」」

若

い

世

代

が

、

自

主

的

に

- Photo gallery -gallery -

ゆ

る

く

ゆ

る

く

ゆ

る

く

ゆ

る

く

、、、、

楽楽楽楽

し

く

し

く

し

く

し

く

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

コ

ー

ト

を

使

い

４

人

で

プ

レ

ー

す

る

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

は

、

老

若

男

女

が

楽

し

め

る

の

で

、

生

涯

ス

ポ

ー

ツ

と

し

て

人

気

で

す

。

ス

ポ

ン

サ

ー

の

ス

ポ

ン

サ

ー

の

ス

ポ

ン

サ

ー

の

ス

ポ

ン

サ

ー

の

存

在

存

在

存

在

存

在

ス

ポ

ン

サ

ー

カ

ッ

プ

の

際

に

は

、

会

場

で

協

賛

企

業

の

紹

介

コ

ー

ナ

ー

を

設

置

し

た

り

、

周

知

と

感

謝

の

気

持

ち

を

忘

れ

ま

せ

ん

。

子

育

子

育

子

育

子

育

てててて

世

代

世

代

世

代

世

代

に

や

さ

し

く

に

や

さ

し

く

に

や

さ

し

く

に

や

さ

し

く

令

和

４

年

度

の

「

い

わ

い

ど

り

オ

ヤ

マ

杯

」

で

初

開

放

し

た

育

児

室

。

30

人

程

が

利

用

し

て

い

る

時

間

が

あ

る

な

ど

、

ニ

ー

ズ

が

あ

り

ま

し

た

。

い

わ

い

ど

り

オ

ヤ

マ

い

わ

い

ど

り

オ

ヤ

マ

い

わ

い

ど

り

オ

ヤ

マ

い

わ

い

ど

り

オ

ヤ

マ

杯杯杯杯

６

部

門

(

男

子

・

女

子

・

ミ

ッ

ク

ス

・

シ

ニ

ア

・

フ

ァ

ミ

リ

ー

・

ミ

ッ

ク

ス

チ

ャ

レ

ン

ジ

)

が

あ

り

、

各

部

門

が

リ

ー

グ

制

で

行

わ

れ

ま

す

。

Ｑ.活動において大切にしていることは？

会長会長会長会長 事務局事務局事務局事務局

室根バレーボール協会

な

い

も

の

は

作

る

！

ニ

ー

ズ

に

耳

を

傾

け

て

ささき つとむ くさか とおる

Ａ.人に優しい大会を
Ａ.情熱

地

元

企

業

を

ス

ポ

ン

サ

ー

に

取

り

込

ん

で



南

は

宮

城

県

登

米

市

、

北

上

川

を

挟

ん

で

花

泉

町

日

形

・

永

井

地

域

に

も

隣

接

す

る

曲

田

集

落

(

以

下

、

曲

田

)

。

北

上

川

上

流

狭

隘

地

区

に

入

っ

て

お

り

、

平

成

29

年

に

堤

防

(

輪

中

堤

)

が

築

造

さ

れ

る

前

は

、

水

害

が

頻

発

し

て

い

ま

し

た

。

「

台

風

の

時

は

、

水

が

上

が

る

か

ど

う

か

の

瀬

戸

際

で

い

つ

も

ヒ

ヤ

ヒ

ヤ

し

た

。

平

成

14

年

の

台

風

で

は

、

舟

を

使

っ

て

避

難

し

た

よ

」

と

振

り

返

る

の

は

曲

田

自

治

会

副

会

長

の

佐

々

木

晴

男

さ

ん

で

す

。

築

堤

後

は

、

集

落

内

へ

の

浸

水

は

め

っ

き

り

減

り

ま

し

た

が

、

そ

の

一

方

で

10

戸

が

曲

田

集

落

外

へ

移

転

し

ま

し

た

(

移

転

対

象

の

14

戸

の

う

ち

４

戸

は

曲

田

内

に

移

転

)

。

そ

の

た

め

、

同

自

治

会

で

は

平

成

29

年

４

月

に

班

体

制

を

９

班

か

ら

７

班

に

再

編

成

。

事

業

に

も

支

障

が

生

じ

ま

す

。

「

10

戸

減

る

と

全

然

違

う

、

あ

の

時

が

転

換

期

」

と

語

る

の

は

、

自

治

会

長

の

鈴

木

良

久

さ

ん

。

昭

和

49

年

に

自

治

会

が

発

足

し

て

以

来

、

約

40

年

続

け

て

き

た

「

曲

田

ふ

れ

あ

い

運

動

会

」

を

中

止

と

す

る

な

ど

、

自

治

会

活

動

を

見

直

さ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

と

言

い

ま

す

。

昭

和

48

年

に

集

落

内

に

あ

っ

た

曲

田

小

学

校

が

閉

校

し

、

平

成

29

年

に

築

堤

で

小

学

校

の

空

き

校

舎

解

体

と

と

も

に

戸

数

が

大

幅

減

、

し

か

し

平

成

20

年

に

は

集

落

内

に

「

岩

手

サ

フ

ァ

リ

パ

ー

ク

」

が

オ

ー

プ

ン

す

る

な

ど

、

変

化

の

半

世

紀

を

過

ご

し

、

今

が

あ

り

ま

す

。

同

集

落

内

に

は

北

上

川

を

横

断

す

る

「

花

藤

橋

」

が

架

か

っ

て

お

り

、

毎

年

８

月

上

旬

(

お

盆

前

)

に

全

世

帯

で

「

花

藤

橋

清

掃

」

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

橋

の

縁

石

に

溜

ま

っ

た

泥

を

除

去

し

た

り

、

各

家

庭

一

人

以

上

は

参

加

す

る

一

大

事

業

で

す

。

「

平

成

４

年

の

花

藤

橋

開

通

で

曲

田

の

行

動

範

囲

が

ぐ

っ

と

広

が

り

ま

し

た

。

花

泉

方

面

に

出

か

け

る

時

は

、

北

上

川

橋

が

あ

る

七

日

町

ま

で

遠

回

り

を

余

儀

な

く

さ

れ

て

い

た

の

で

。

自

分

た

ち

に

と

っ

て

も

大

事

な

橋

な

の

で

、

自

分

た

た

ち

で

綺

麗

に

維

持

し

て

い

こ

う

と

い

う

思

い

で

平

成

５

年

頃

か

ら

始

め

ま

し

た

」

と

振

り

返

る

佐

々

木

さ

ん

。

維

持

管

理

の

意

味

合

い

の

み

な

ら

ず

、

自

治

会

員

が

対

面

で

顔

を

合

わ

せ

る

貴

重

な

機

会

で

も

あ

り

ま

す

。

「

曲

田

老

人

ク

ラ

ブ

」

と

共

催

す

る

「

防

犯

教

室

」

は

毎

年

11

月

に

実

施

。

近

年

は

藤

沢

地

域

交

通

安

全

対

策

協

議

会

の

会

長

な

ど

か

ら

、

特

殊

詐

欺

対

策

や

交

通

安

全

に

関

す

る

講

話

等

を

い

た

だ

き

、

防

犯

意

識

向

上

の

機

会

と

し

て

い

ま

す

。

こ

う

し

た

事

業

は

、

自

治

会

全

体

で

年

間

行

事

を

計

画

し

、

実

施

。

鈴

木

さ

ん

は

、

「

人

口

規

模

に

対

し

て

、

自

治

会

や

関

係

団

体

の

役

の

数

が

多

い

と

感

じ

る

。

複

数

の

役

を

担

う

人

も

多

く

、

現

行

の

組

織

体

制

な

ど

を

見

直

す

時

期

に

き

て

い

る

か

も

し

れ

な

い

」

と

、

今

後

の

課

題

を

語

り

つ

つ

「

で

も

、

事

業

の

際

は

、

特

に

苦

労

す

る

こ

と

な

く

皆

さ

ん

が

自

然

と

集

っ

て

参

加

し

て

く

れ

ま

す

。

曲

田

の

団

結

力

に

は

定

評

が

あ

り

ま

す

か

ら

」

と

誇

ら

し

げ

な

笑

顔

も

見

せ

ま

す

。

な

お

、

隣

接

す

る

中

山

自

治

会

・

小

日

形

自

治

会

と

３

自

治

会

で

「

曲

田

地

域

自

治

会

協

議

会

」

を

組

織

し

、

花

藤

橋

の

た

も

と

に

あ

る

「

曲

田

地

区

ふ

れ

あ

い

セ

ン

タ

ー

」

の

指

定

管

理

も

受

託

(

平

成

18

年

～

)

す

る

な

ど

、

集

落

を

越

え

た

連

携

も

。

そ

の

他

、

藤

沢

地

域

全

体

で

行

わ

れ

る

事

業

に

も

参

加

・

協

力

し

て

い

ま

す

。

自

治

会

と

横

並

び

で

、

集

落

内

に

各

種

組

織

が

あ

る

曲

田

で

は

、

そ

れ

ぞ

れ

に

特

徴

的

な

取

り

組

み

が

あ

り

ま

す

。

「

ま

が

れ

っ

と

倶

楽

部

」

は

そ

の

一

つ

で

、

「

曲

田

営

農

組

合

」

か

ら

派

生

の

グ

ル

ー

プ

。

令

和

４

年

４

月

に

結

成

し

、

ふ

れ

あ

い

セ

ン

タ

ー

の

庭

で

「

お

母

さ

ん

た

ち

」

が

持

ち

寄

っ

て

き

た

野

菜

を

並

べ

「

曲

田

マ

ル

シ

ェ

」

を

開

催

し

ま

し

た

。

地

域

内

外

(

県

外

含

め

)

か

ら

の

お

客

さ

ん

で

賑

わ

い

、

曲

田

を

知

っ

て

も

ら

う

き

っ

か

け

に

も

な

り

ま

し

た

。

ま

た

、

「

曲

田

営

農

組

合

」

で

も

令

和

４

年

秋

に

「

曲

田

だ

い

こ

ん

祭

り

」

を

開

催

。

曲

田

の

大

根

に

は

定

評

が

あ

っ

た

こ

と

か

ら

、

基

盤

整

備

終

了

後

の

畑

10

ａ

で

大

根

を

栽

培

す

る

と

、

「

大

根

詰

め

放

題

」

企

画

を

開

催

し

、

地

元

住

民

の

好

評

を

得

ま

し

た

。

「

ま

が

れ

っ

と

倶

楽

部

は

女

性

陣

自

ら

会

の

結

成

や

マ

ル

シ

ェ

の

計

画

を

行

い

、

の

び

の

び

と

活

動

し

て

い

る

よ

う

で

す

。

自

治

会

と

す

れ

ば

、

『

地

域

の

た

め

に

こ

れ

を

や

り

た

い

』

と

い

う

活

動

を

後

方

で

サ

ポ

ー

ト

す

る

と

い

う

姿

勢

で

す

。

自

治

会

関

係

者

と

各

団

体

の

メ

ン

バ

ー

が

重

複

し

て

い

る

こ

と

も

多

い

の

で

、

お

の

ず

と

地

域

一

体

な

ん

で

す

よ

ね

。

館

ヶ

森

エ

リ

ア

の

観

光

施

設

や

イ

ベ

ン

ト

を

目

的

に

年

間

20

万

人

程

は

こ

の

エ

リ

ア

を

訪

れ

て

い

る

の

で

、

そ

う

い

う

方

々

が

立

ち

寄

っ

て

く

れ

る

工

夫

も

今

後

は

必

要

か

と

思

っ

て

い

ま

す

」

と

、

鈴

木

さ

ん

。

各

種

資

源

を

活

か

し

、

地

域

住

民

が

イ

キ

イ

キ

と

暮

ら

す

た

め

の

土

台

を

維

持

し

て

い

き

ま

す

。

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会長自治会長自治会長自治会長

鈴木良久鈴木良久鈴木良久鈴木良久さんさんさんさん

１期２年目。約10年間

自治会役員を務めた後、

自治会長へ。普段は藤

沢地域の地域協働体

「藤沢町住民自治協議

会」の事務局として勤

務しています。

佐々木晴男佐々木晴男佐々木晴男佐々木晴男さんさんさんさん

２期４年目。庶務を経

て副会長へ。８年間自

治会役員を務める中で、

「長年住んでいても知

らなかったことが多い

と気付けた」と振り返

ります。

曲田自治会

５６

各

種

組

織

各

種

組

織

各

種

組

織

各

種

組

織

のののの

「「「「

輪輪輪輪

」」」」

でででで

、、、、

住

民

住

民

住

民

住

民

のののの

「「「「

和和和和

」」」」

をををを

治

水

対

策

な

ど

、

変

化

が

続

い

た

半

世

紀

- Photo gallery -gallery -

岩

手

岩

手

岩

手

岩

手

・・・・

一

関

市

一

関

市

一

関

市

一

関

市

のののの

玄

関

口

玄

関

口

玄

関

口

玄

関

口

花

壇

植

栽

作

業

の

様

子

。

花

藤

橋

の

周

辺

は

宮

城

県

か

ら

の

往

来

も

多

く

、

「

岩

手

・

一

関

市

の

玄

関

口

」

と

し

て

花

壇

作

り

も

念

入

り

で

す

。

旧

曲

田

小

学

校

門

柱

旧

曲

田

小

学

校

門

柱

旧

曲

田

小

学

校

門

柱

旧

曲

田

小

学

校

門

柱

築

堤

の

た

め

に

解

体

さ

れ

た

旧

曲

田

小

学

校

。

そ

の

門

柱

が

ふ

れ

あ

い

セ

ン

タ

ー

付

近

に

移

築

さ

れ

、

そ

の

歴

史

を

後

世

に

も

伝

え

続

け

ま

す

。

平

成

平

成

平

成

平

成

14141414

年

台

風

年

台

風

年

台

風

年

台

風

のののの

記

憶

記

憶

記

憶

記

憶

治

水

事

業

に

よ

っ

て

水

害

の

頻

度

は

減

少

し

ま

し

た

が

、

現

在

も

平

成

14

年

台

風

第

６

号

の

記

憶

は

住

民

の

間

で

語

り

継

が

れ

て

い

ま

す

。

花

藤

橋

花

藤

橋

花

藤

橋

花

藤

橋

のののの

清

掃

清

掃

清

掃

清

掃

「

曲

田

の

大

動

脈

」

と

表

現

さ

れ

る

ほ

ど

、

生

活

に

は

欠

か

せ

な

い

花

藤

橋

。

１

年

間

で

溜

ま

っ

た

泥

な

ど

を

丁

寧

に

取

り

除

き

ま

す

。

地域

紹介

曲田自治会曲田自治会曲田自治会曲田自治会((((黄海黄海黄海黄海))))

行政区は「21区」。旧藤沢町の西南に位置

し、上曲田、下曲田、山谷の３小字に分かれ

る(山谷地内に「岩手サファリパーク」が立

地)。行政区としては49世帯100人強が暮らす

が、うち14世帯はサファリパーク宿舎であり、

実質の自治会員は35戸。

「

交

通

」

の

要

で

あ

り

、

「

交

流

」

も

生

み

出

す

存

在

地

域

住

民

の

｢

や

っ

て

み

た

い

」

を

後

方

支

援

すずき よしひさ ささき はれお

Ａ.輪 Ａ.和

左の写真：「まがれっと倶楽部」が開催した「曲田マ

ルシェの様子」(令和４年７月)

副会長副会長副会長副会長

藤沢

岩手河川国道事務所『平成14年7月 台風６号洪水 北上

川上流水害写真集』より



「

廃

棄

物

は

分

別

を

行

う

こ

と

で

、

ご

み

を

減

ら

し

、

リ

サ

イ

ク

ル

、

リ

ユ

ー

ス

が

可

能

と

な

り

、

再

び

資

源

と

し

て

循

環

さ

れ

ま

す

」

と

語

る

の

は

、

株

式

会

社

一

関

環

境

保

全

セ

ン

タ

ー

創

業

者

(

現

会

長

)

の

菊

川

金

美

さ

ん

で

す

。

一

般

廃

棄

物

収

集

運

搬

業

務

委

託

、

産

業

廃

棄

物

収

集

運

搬

業

務

委

託

、

浄

化

槽

の

保

守

点

検

・

設

置

工

事

、

粗

大

ご

み

の

回

収

業

務

、

解

体

工

事

業

、

資

源

リ

サ

イ

ク

ル

・

リ

ユ

ー

ス

な

ど

、

幅

広

く

環

境

保

全

事

業

を

展

開

す

る

同

社

で

す

が

、

そ

の

前

身

は

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ス

ト

ア

で

し

た

。

市

内

企

業

に

務

め

て

い

た

菊

川

さ

ん

で

す

が

、

平

成

５

年

、

大

手

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ス

ト

ア

が

少

な

か

っ

た

国

道

２

８

４

号

線

沿

い

に

「

有

限

会

社

き

く

か

わ

」

を

設

立

。

手

作

り

お

に

ぎ

り

や

お

弁

当

な

ど

が

人

気

の

「

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ス

ト

ア

き

く

か

わ

」

を

開

店

し

ま

し

た

。

一

方

で

、

通

勤

中

に

歩

道

の

ご

み

な

ど

を

目

撃

す

る

た

び

「

い

ず

れ

は

環

境

保

全

に

関

わ

る

仕

事

で

地

域

の

環

境

を

守

り

た

い

」

と

思

う

よ

う

に

な

り

、

平

成

15

年

、

早

期

退

職

し

、

小

売

業

も

続

け

な

が

ら

、

一

関

市

の

一

般

廃

棄

物

処

理

業

の

許

可

業

者

に

応

募

し

た

の

で

す

。

現

在

で

は

解

体

工

事

業

も

行

っ

て

い

ま

す

が

、

そ

の

背

景

に

あ

る

の

は

廃

棄

物

や

粗

大

ご

み

回

収

中

に

地

域

の

方

々

か

ら

受

け

る

「

空

き

家

(

小

屋

)

の

処

理

に

困

っ

て

い

る

」

と

い

う

相

談

。

「

『

困

っ

た

』

を

相

談

で

き

、

一

緒

に

解

決

で

き

る

企

業

で

あ

り

た

い

」

と

い

う

思

い

か

ら

、

お

客

様

よ

り

要

望

が

あ

れ

ば

、

軽

微

な

リ

フ

ォ

ー

ム

や

外

構

工

事

、

庭

木

の

撤

去

に

も

対

応

す

る

な

ど

、

困

り

ご

と

に

親

身

に

向

き

合

っ

て

い

ま

す

。

Ｐ

Ｔ

Ａ

や

子

ど

も

会

の

資

源

回

収

(

有

価

物

集

団

回

収

事

業

)

の

引

き

取

り

を

積

極

的

に

受

け

入

れ

て

い

る

同

社

。

「

子

ど

も

た

ち

の

気

づ

き

の

き

っ

か

け

に

な

れ

ば

」

と

、

持

ち

込

ん

だ

ご

み

は

自

分

た

ち

で

分

別

で

き

る

シ

ス

テ

ム

に

な

っ

て

お

り

、

「

子

ど

も

た

ち

も

喜

ん

で

や

っ

て

い

る

」

の

だ

と

か

。

「

ポ

イ

捨

て

や

不

法

投

棄

は

自

然

環

境

の

悪

化

に

つ

な

が

る

」

と

い

う

こ

と

や

、

「

資

源

を

循

環

で

き

れ

ば

、

新

し

い

材

料

・

商

品

と

し

て

生

ま

れ

変

わ

る

」

と

い

う

こ

と

を

、

子

ど

も

た

ち

は

体

験

を

通

し

て

学

ぶ

こ

と

が

で

き

ま

す

。

ま

た

、

ご

み

の

処

理

方

法

は

市

町

村

や

地

域

に

よ

っ

て

も

異

な

り

、

さ

ら

に

処

理

技

術

も

進

歩

し

続

け

て

い

る

た

め

、

社

員

に

向

け

た

勉

強

会

も

定

期

的

に

開

催

。

違

反

ご

み

に

貼

る

黄

色

い

注

意

喚

起

シ

ー

ル

に

具

体

的

な

違

反

理

由

を

補

足

表

記

し

た

り

、

相

談

者

に

は

「

こ

う

い

う

風

に

す

れ

ば

処

分

で

き

ま

す

よ

」

と

い

う

丁

寧

な

対

応

が

で

き

る

よ

う

努

め

て

い

ま

す

。

平

成

29

年

頃

か

ら

は

、

同

社

周

辺

の

国

道

２

８

４

号

線

沿

い

に

捨

て

ら

れ

た

不

法

投

棄

物

を

、

従

業

員

総

出

で

清

掃

。

二

代

目

代

表

取

締

役

社

長

の

菊

池

利

行

さ

ん

は

、

「

令

和

に

な

っ

て

も

、

大

型

家

電

の

不

法

投

棄

が

あ

り

、

残

念

で

す

」

と

、

意

識

啓

発

の

必

要

性

を

実

感

し

続

け

て

い

ま

す

。

「

廃

棄

物

回

収

だ

け

に

留

ま

ら

ず

、

学

び

の

機

会

の

提

供

や

、

住

民

の

『

困

っ

た

』

を

気

軽

に

相

談

で

き

る

場

で

あ

り

続

け

た

い

」

と

、

地

域

の

「

護

美

」

の

た

め

に

、

同

社

の

役

割

は

尽

き

ま

せ

ん

。

７

企業

紹介

一関環境保全センター
一関

家庭から排出される生活系ごみの一般廃棄物収集運搬(一関市許可)と、企業

から廃棄される事業系ごみの産業廃棄物収集運搬(岩手県・宮城県許可)のほか、

市内公共施設・民間企業施設の浄化槽保守点検・管理・工事などの業務を展開。

前身は平成５年設立の酒・たばこ・食品小売業「有限会社きくかわ(平成24年

に商号変更)」。粗大ごみの回収や分別、空き家・物置などの解体・不用品の撤

去、その他困りごとに対応できるよう、地域のニーズに合わせた柔軟な対応を

しています。

「「「「護美護美護美護美((((自分自分自分自分をををを護護護護る・る・る・る・地域地域地域地域をををを護護護護る・る・る・る・施設施設施設施設をををを護護護護る・る・る・る・自然自然自然自然をををを護護護護るるるる))))」」」」をををを目指目指目指目指してしてしてして

身

近

な

「

困

っ

た

」

を

考

え

る

集

団

に

１

資源回収の受け入れはいつでも可。

DATA

【本社】〒029-0132

一関市滝沢字苦木100-8

TEL 0191-26-5314

【事業所】〒029-0132

一関市滝沢字九鬼138-1

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第49494949話話話話

今月のテーマ

どこに何を分別するか、すっきり

と区分けされた敷地内。

圧縮梱包された古紙を前に説明す

る現代表取締役社長の菊池さん。

農村農村農村農村の持つの持つの持つの持つ「「「「多面的な機能多面的な機能多面的な機能多面的な機能」」」」を再認識しを再認識しを再認識しを再認識し、、、、制度の趣旨を読み解く制度の趣旨を読み解く制度の趣旨を読み解く制度の趣旨を読み解く

地域企業の理念にせまります。

８

教

え

・

学

び

・

知

る

き

っ

か

け

を

地域運営の落とし穴
農村ＲＭＯと農業施策

２

３

３３

株式会社

ごごごご みみみみ

突如現れた「農村RMO」ですが、「地域協働体(RMO)」と何が違うのかというと、主語主語主語主語がががが「「「「農村農村農村農村」」」」かかかか「「「「地域地域地域地域」」」」かかかか

のののの違違違違いいいい程度程度程度程度で、期待期待期待期待するするするする仕組仕組仕組仕組みやみやみやみや手法手法手法手法はほぼはほぼはほぼはほぼ同同同同じじじじと考えて良いと思っています。しかし、新たな情報が出てくる

と、これまでの制度を振り返り、「似たものはないか」「違いはどこにあるか」も考えなければいけません。特

にも、これまで農業施策に関わってきた方にとっては、混乱しかないと思い、今ある制度を並べながら考えてみ

ましょう。

大前提として、農業は食食食食を支え、農村にある水田水田水田水田はははは雨水雨水雨水雨水をををを貯水貯水貯水貯水してしてしてして洪水洪水洪水洪水やややや土砂崩土砂崩土砂崩土砂崩れをれをれをれを防防防防ぐぐぐぐだけでなく、多様多様多様多様なななな

生生生生きききき物物物物をををを育育育育みますみますみますみます。さらに農村の美美美美しいしいしいしい風景風景風景風景はははは心心心心をををを和和和和ませてくれるませてくれるませてくれるませてくれるなど、農業・農村には多面的多面的多面的多面的なななな機能機能機能機能がありま

す。その多面的な機能の維持・発揮が必要とされる中で、高齢化や人口減少により、地域の共同活動で支えられ

てきた農村の多面的機能の維持に支障が出始めました。そこで作られたのが「「「「日本型直接支払制度日本型直接支払制度日本型直接支払制度日本型直接支払制度」」」」です。日本

型直接支払制度は、①①①①中山間地域等直接支払中山間地域等直接支払中山間地域等直接支払中山間地域等直接支払 ②②②②多面的機能支払多面的機能支払多面的機能支払多面的機能支払 ③③③③環境保全型直接支払環境保全型直接支払環境保全型直接支払環境保全型直接支払のののの３３３３種類種類種類種類で構成され、

それぞれに特徴があります。

日本型直接支払制度に取り組んでいくためには、それぞれ活動組織を設立することが定められており、中山間中山間中山間中山間

地域直接地域直接地域直接地域直接支払支払支払支払とととと環境保全型直接環境保全型直接環境保全型直接環境保全型直接支払支払支払支払はははは、、、、農業者農業者農業者農業者のみでのみでのみでのみで構成構成構成構成されるされるされるされる活動活動活動活動組織組織組織組織である一方、多面的多面的多面的多面的機能機能機能機能支払支払支払支払はははは、「、「、「、「農農農農

業者業者業者業者のみでのみでのみでのみで構成構成構成構成されるされるされるされる活動活動活動活動組織組織組織組織」」」」またはまたはまたはまたは「「「「農業者農業者農業者農業者及及及及びそのびそのびそのびその他他他他のののの者者者者((((地域地域地域地域住民住民住民住民、、、、団体団体団体団体))))でででで構成構成構成構成されるされるされるされる活動活動活動活動組織組織組織組織」」」」のほのほのほのほ

かかかか、、、、「「「「旧市区旧市区旧市区旧市区町村区域等町村区域等町村区域等町村区域等のののの広域広域広域広域エリアにおいてエリアにおいてエリアにおいてエリアにおいて複数複数複数複数のののの集落集落集落集落またはまたはまたはまたは活動組織及活動組織及活動組織及活動組織及びそのびそのびそのびその他関係者他関係者他関係者他関係者のののの合意合意合意合意によりによりによりにより、、、、農用農用農用農用

地地地地、、、、水路水路水路水路、、、、農道等農道等農道等農道等のののの地域資源地域資源地域資源地域資源のののの保全管理等保全管理等保全管理等保全管理等をををを実施実施実施実施するするするする体制体制体制体制をををを整備整備整備整備することをすることをすることをすることを目的目的目的目的としてとしてとしてとして設立設立設立設立されるされるされるされる広域活動広域活動広域活動広域活動組組組組

織織織織」」」」があります。

この広域活動組織は、農村農村農村農村RMORMORMORMOがイメージがイメージがイメージがイメージするするするする‘‘‘‘旧小学校区旧小学校区旧小学校区旧小学校区程度程度程度程度ののののエリアエリアエリアエリア’’’’とととと同様同様同様同様と考えることができ、広域広域広域広域

活動組織活動組織活動組織活動組織でででで多面的多面的多面的多面的にににに取取取取りりりり組組組組んでいるんでいるんでいるんでいる場合場合場合場合にはにはにはには、、、、すでにすでにすでにすでに農村農村農村農村RMORMORMORMOのののの原型原型原型原型となるものができてとなるものができてとなるものができてとなるものができているいるいるいるようなものです。

……となると、広域活動組織と農村RMOの違いは何なのでしょうか？

極端な話、これと言った大きな違いはなく、「「「「多面的機能支払多面的機能支払多面的機能支払多面的機能支払のののの取取取取りりりり組組組組みみみみにににに‘‘‘‘生活支援生活支援生活支援生活支援’’’’をををを追加追加追加追加したしたしたしたものものものもの」」」」と

考えて良いでしょう。農地と多面的機能の維持だけでなく、高齢化により高齢者への生活支援が急務となってい

ることから、農業者農業者農業者農業者もももも非農業者非農業者非農業者非農業者もももも「「「「生活生活生活生活のののの場場場場であるであるであるである地域地域地域地域コミュニティのコミュニティのコミュニティのコミュニティの維持維持維持維持をををを頑張頑張頑張頑張りましょうりましょうりましょうりましょう」」」」というというというという、、、、‘‘‘‘人口人口人口人口

減少時代減少時代減少時代減少時代へのへのへのへの備備備備ええええ’’’’ととととしてのしてのしてのしての施策施策施策施策なので、新しいことではなく、これまであった施策のアレンジと考えます。

次号では「農村RMO」と「地域協働体」の関係性を解説していきます。

農業生産条件農業生産条件農業生産条件農業生産条件のののの不利不利不利不利をををを補正補正補正補正すすすす

るるるることにより、将来に向けて

農業生産活動農業生産活動農業生産活動農業生産活動をををを維持維持維持維持するするするする活動活動活動活動

を支援する。継続的継続的継続的継続的にににに農用地農用地農用地農用地

をををを維持維持維持維持・・・・管理管理管理管理していくためのしていくためのしていくためのしていくための

取決取決取決取決めめめめ((((協定協定協定協定))))を集落等で締結

し、それにしたがって農業生

産活動等を行う場合に、面積

に応じて一定額を交付。

【【【【対象対象対象対象】】】】

傾斜がある等、農業生産条件

の不利な中山間地域等

【【【【取取取取りりりり組組組組みみみみ内容内容内容内容】】】】

・耕作放棄の発生防止

・水路・農道等の管理(泥上げ、

草刈り等) など

農業や農村が持つ多面的機能多面的機能多面的機能多面的機能のののの維持維持維持維持や、

地域地域地域地域のののの共同活動共同活動共同活動共同活動をををを支援支援支援支援するための制度で、

以下の２種類に分けられる。

◆◆◆◆農地維持支払農地維持支払農地維持支払農地維持支払いいいい交付金交付金交付金交付金

・地域資源の基礎的な保全活動およびそ

のための推進活動。水路や農道等の管

理(農道の路面維持、施設の点検等)等。

◆◆◆◆資源資源資源資源向上支払向上支払向上支払向上支払いいいい交付交付交付交付金金金金

・地域資源(農地、水路、農道等)の質的

向上を図る共同活動。水路、農道、た

め池の軽微な保修、植栽による景観形

成、ビオトープづくり、施設の長寿命

化のための活動等

※H19に始まった「農地・水・環境保全向上

対策」を組替えたもの。

農業が本来有する自然循環機自然循環機自然循環機自然循環機

能能能能をををを維持維持維持維持・・・・増進増進増進増進し、地球温暖地球温暖地球温暖地球温暖

化防止化防止化防止化防止や生物多様性保全生物多様性保全生物多様性保全生物多様性保全に積

極的かつ効果の高い営農営農営農営農活動活動活動活動

(減農薬など)に対して支援を

行うために交付する。

【【【【対象対象対象対象】】】】

農業者の組織する団体、一定

の条件を満たす農業者等

【【【【取取取取りりりり組組組組みみみみ内容内容内容内容】】】】

・地球温暖化防止に効果の高

い営農活動(緑肥の作付け、

堆肥の施用など)

・生物多様性保全に効果の高

い営農活動(有機農業等)

中山間地域等直接支払中山間地域等直接支払中山間地域等直接支払中山間地域等直接支払 多面的機能支払多面的機能支払多面的機能支払多面的機能支払 環境保全型直接支払環境保全型直接支払環境保全型直接支払環境保全型直接支払

※農林水産省ホームページ掲載の各種資料より(参照)



10

センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
75757575

「松飾り」や「しめ縄」など、「御年(歳)神様(以下、年神様)」をお迎えするため

の風習は、当地域でも多くの家庭・地域で行われていますが、「「「「年神様年神様年神様年神様をおをおをおをお迎迎迎迎えするえするえするえする

ためのためのためのための習習習習わしわしわしわし」」」」というというというという意識意識意識意識ではなくではなくではなくではなく「「「「おおおお正月飾正月飾正月飾正月飾りりりり」」」」としてとしてとしてとして行行行行っているっているっているっている家家家家のののの方方方方がががが多多多多くくくく

なってきているなってきているなってきているなってきているのが実情。前号では当地域における実態や地域性の有無などをご紹介

しましたが、今回は「しめ飾り」を深掘りしつつ「松の内」と呼ばれる期間について

整理してみました。 ※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。

「

年

神

様

信

仰

」

と

し

て

、

家

の

入

口

や

門

に

松

を

立

て

た

り

、

し

め

縄

や

し

め

飾

り

を

戸

口

に

張

る

(

あ

げ

る

)

風

習

が

当

地

域

で

も

見

ら

れ

ま

す

(

前

号

参

照

)

。

年

神

様

年

神

様

年

神

様

年

神

様

のののの

依依依依

りりりり

代代代代

と

し

て

の

と

し

て

の

と

し

て

の
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し

て

の

松松松松
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て

て

い

る

て

て

い

る

て

て

い

る

て

て

い

る

期

間

期

間

期

間

期

間

はははは

「「「「

松松松松

のののの

内内内内

」」」」

と

呼

ば

れ

ま

す

が

、

こ

の

期

間

に

は

地

域

差

が

見

ら

れ

ま

す

。

ま

ず

、

家

の

入

口

に

立

て

る

木

(

松

・

杉

・

栗

・

竹

な

ど

)

を

調

達

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

が

、

地

域

に

よ

っ

て

は

必

要

必

要

必

要

必

要

なななな

木木木木

をををを

伐伐伐伐

り

に

り

に

り

に

り

に

行行行行

くくくく

こ

と

を

こ

と

を

こ

と

を

こ

と

を
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門

松

門

松

門

松

門

松

む

か

え

む

か

え

む

か

え

む

か

え

」」」」

な

ど

と

称

し

ま

す

。

こ

の

「

門

松

む

か

え

」

の

日

を

文

献

で

見

比

べ

る

と

『

山

目

史

』

が

12

月

25

日

、

『

一

関

市

史

』

の

舞

川

地

区

、

『

真

滝

村

史

』

が

12

月

28

日

、

『

一

関

市

史

』

の

厳

美

地

区

、

『

室

根

村

史

』

『

門

崎

村

史

』

が

12

月

30

日

、

『

一

関

市

史

』

の

萩

荘

地

区

、

『

磐

清

水

村

史

』

が

12

月

31

日

…
…

と

、

ば

ら

つ

き

が

あ

り

ま

す

。
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に

、
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重
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縁
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縁
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、
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大
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大
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し

ら

え
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で
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え

で

準

備

準

備

準

備

準

備

を

す

る

こ

と

が

を

す

る

こ

と

が

を

す

る

こ

と

が

を

す

る

こ

と

が

神

様

神

様

神

様

神

様

にににに

失

礼

失

礼

失

礼

失

礼

で

あ

る

で

あ

る

で

あ

る

で

あ

る

(( ((
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夜

飾
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飾

一

夜

飾

一

夜

飾
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」」」」)) ))
と

言

わ

れ

ま

す

。

そ

の

た

め

、
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松

門
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門

松

門

松

む
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え
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か
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む

か

え

む

か
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を

す

る

家

が

多

い

よ

う

で

す

。

ま

た

、

し

め

縄

作

り

も

同

時

に

行

わ

れ

ま

す

が

、

舞

川

地

区

の

場

合

、

28

日

に

「

門

松

む

か

え

」

は

す

る

も

の

の

、

し

め

縄

を

作

り

、

門

松

を

立

て

る

の

は

30

日

と

記

載

さ

れ

て

い

ま

す

。

な

お

、

前

述

の

日

に

ち

は

あ

く

ま

で

も

町

史

等

の

記

載

で

あ

り

、

28

日

が

仕

事

納

め

と

い

う

人

が

多

い

現

代

に

お

い

て

は

、

29

日

を

避

け

、

30

日

に

準

備

を

す

る

家

が

多

い

の

で

は

な

い

か

と

推

測

し

ま

す

。

で

は

、

「

松

の

内

」

の

最

終

日

は

い

つ

か

と

言

う

と

、

年

神

様

が

お

帰

り

に

な

る

日

、

す

な

わ

ち

依

り

代

で

あ

る

門

松

を

撤

去

す

る

日

で

す

。

当

地
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で

は
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ど

ん
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ど
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義
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様
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り

に

な

る

り
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な

る

り

に

な

る

り

に

な

る

と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

当

地

域

に

お

け

る

「

ど

ん

と

祭

」

は

、

概

ね

１１１１

月月月月

15151515

日

前

後

日

前

後

日

前

後

日

前

後

に

行

わ

れ

て

お

り

、

当

セ

ン

タ

ー

の

行

っ

た

ヒ

ア

リ

ン

グ

調

査

で

は

、

「「「「

ど

ん

と

ど

ん

と

ど

ん

と

ど

ん

と

祭祭祭祭

」」」」

のののの

当

日

当

日

当

日

当

日

ま

た

は

ま

た

は

ま

た

は

ま

た

は

前

日

前

日

前

日

前

日

にににに

撤

去

撤

去

撤

去

撤

去

す

る

と

す

る
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す

る

と

す

る

と

答答答答

え

た

え

た

え

た

え

た

人人人人

がががが

多多多多

か

っ

た

か

っ

た

か

っ

た

か

っ

た

で

す

が

(

40

人

中

32

人

)

、

７

日

や

11

日

(

鏡

開

き

)

に

撤

去

す

る

と

い

う

人

も

実

感

と

し

て

は

多

い

よ

う

に

見

受

け

ら

れ

ま

す

。

な

お

、

15

日

の

門

松

撤

去

の

際

に

は

「

門

松

を

倒

し

、

栗

の

木

を

立

て

、

カ

ツ

の

木

で

花

を

作

っ

て

栗

の

木

に

つ

け

る

(

『

萩

荘

史

』

)

」

、

「

早

朝

門

松

を

取

り

除

き

、

松

葉

を

と

り

て

祈

祷

を

な

し

、

若

水

を

迎

え

松

納

め

粥

を

炊

き

神

様

に

供

え

る

(

『

室

根

村

史

』

)

」

な

ど

、

撤

去

撤

去

撤

去

撤

去

とととと

連

動

連

動

連

動

連

動

し

た

し

た

し

た

し

た

風

習

風

習

風

習

風

習

が

あ

る

地

域

も

(

あ

く

ま

で

も

文

献

上

)

。

ヒ

ア

リ

ン

グ

に

お

い

て

は

、

「

ど

ん

と

祭

」

で

は

な

く

、

「「「「

氏

神

様

氏

神

様

氏

神

様

氏

神

様

にににに

納納納納

めめめめ

、、、、
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然

自

然

自

然

自

然

にににに

返返返返

すすすす

」」」」

と

い

う

回

答

も

あ

り

ま

し

た

。

■

地

域

差

が

見

ら

れ

る

「

松

の

内

」

■

年

神

様

が

お

帰

り

に

な

る

日

「「「「しめ飾りしめ飾りしめ飾りしめ飾り」を」を」を」を

深掘りしてみた深掘りしてみた深掘りしてみた深掘りしてみた

前号で、当地域における「しめ飾り」は、西磐井地域西磐井地域西磐井地域西磐井地域ではではではでは「「「「牛蒡牛蒡牛蒡牛蒡じめじめじめじめ」、」、」、」、東磐井地域東磐井地域東磐井地域東磐井地域

ではではではでは「「「「サゲサゲサゲサゲ付付付付きのしめきのしめきのしめきのしめ縄縄縄縄」」」」がががが多多多多いいいい傾向傾向傾向傾向があるがあるがあるがあるという調査結果をご紹介しました。市販品

を購入する家庭も増えていますが、「しめ飾り」を手作りするための講座を毎年開催し

ている地域も。その１つ、一関市曽慶市民センターで開催された「しめ縄づくり教室」

に参加し、「サゲ付きのしめ縄」の作り方を教えていただきました。

９

「「「「サゲサゲサゲサゲ付付付付きのしめきのしめきのしめきのしめ縄縄縄縄」」」」とは、しめしめしめしめ縄縄縄縄にににに「「「「サゲサゲサゲサゲ((((フサフサフサフサ))))」」」」やややや

「「「「紙垂紙垂紙垂紙垂((((シデシデシデシデ))))」」」」、、、、松松松松のののの葉葉葉葉をををを挟挟挟挟みみみみ込込込込んだしめんだしめんだしめんだしめ飾飾飾飾りりりりです。

「紙垂(シデ)」とは、榊の枝や串、しめしめしめしめ縄縄縄縄にににに垂垂垂垂らすらすらすらす紙片紙片紙片紙片((((かかかか

みかたみかたみかたみかた))))を指し、串(棒)に紙垂を挟んだものが「御幣」です。

様々な形がありますが一般的な吉田流という切り方が４つの

長方形が垂れたような形であることから、「四手」「四垂」

と書いてシデと読むことも。

東磐井地域では、現在も手作りの「サゲ付きのしめ縄」を

飾っているという家が少なくありません(手作りされたものを

いただいているという家含め)が、見た目は同じように見えて

も、その作り方は様々。地域性地域性地域性地域性というよりもというよりもというよりもというよりも、、、、各家各家各家各家((((＝＝＝＝人人人人))))流流流流

というというというという傾向傾向傾向傾向がががが強強強強いいいい印象です。

曽慶市民センターで開催された「しめ縄づくり教室」では、

興田地区在住の小山文吾さんを講師に「縄ない」の工程から

開始。藁が手に入りにくくなった現代においては、購入した

藁を使用することも。うるち米の藁よりももち米の藁の方が

長いため、昔はもちもちもちもち米米米米のののの藁藁藁藁をををを使用使用使用使用することがすることがすることがすることが多多多多かったかったかったかったとか。

「サゲ付きのしめ縄」は「「「「七五三縄七五三縄七五三縄七五三縄」」」」とも呼ばれ、縄から

垂らす「「「「サゲサゲサゲサゲ」」」」のののの場所場所場所場所をををを「「「「七筋七筋七筋七筋・・・・五筋五筋五筋五筋・・・・三筋三筋三筋三筋」」」」にしていまし

たが、この仕様だと現代の玄関には飾ることができない(大き

すぎる)ことが多いため、それぞれの玄関に合わせて適宜アレ

ンジしているようです。

小山文吾さん流
サゲ付きのしめ縄の作り方

27272727～～～～30303030本本本本のののの藁藁藁藁を束ね、霧吹きなどで湿らせ、たたいて柔らかくする。それ

らの束を合計合計合計合計６６６６束束束束用意し、２２２２束束束束ずつずつずつずつ、、、、麻紐等麻紐等麻紐等麻紐等でででで結結結結ぶぶぶぶ。この時、根本側根本側根本側根本側のののの

太太太太いいいい方方方方をををを中央中央中央中央にににに向け、根本側同士を結ぶ。

※２束ずつ結んだものが３セットできている状態

１セット目のそれぞれの束(図のＡ・Ｂ)を同じ太さで２つに分け、

分けたそれぞれの束を右右右右にににに撚撚撚撚りりりり((((よりよりよりより))))ながらながらながらながら左左左左にににに綯綯綯綯ってってってって((((なってなってなってなって))))いくいくいくいく。

わら細工や草履などの日用品に使用する縄は、右に綯っていく

「右縄」だが、しめ縄は逆に綯った「「「「左縄左縄左縄左縄」」」」。 ※実際の縄目→

「左縄」の１本目ができた状態(Ｃ)。中央(根元部分)から端(穂先部分)に

向かって細くなっている。

２セット目、３セット目の中央部分を重ね、麻紐等で結ぶ。今度はそれ

ぞれの束(ＤとＥ、ＦとＧ)を１セット目と同じ要領で右に撚りながら左

に綯っていく。※Ｃよりも太い左縄ができる(Ｈ)。

長さが足りなくなったら、藁藁藁藁をををを継継継継ぎぎぎぎ足足足足してしてしてして綯綯綯綯ううううことも。きつく巻いてい

かないと、サゲや紙垂が落ちてしまう。

はみ出た藁を見栄え良くカットしたら完成。サゲなどを挿す。

※しめ縄の作り方は各家庭の流儀があり、正解があるわけではありません！
各家・地域で受け継がれてきた流儀を大切にしてください。

左縄が２本完成(ＣとＨ)したら、この２２２２本本本本をををを合合合合わせてわせてわせてわせて綯綯綯綯っていくっていくっていくっていく。

Ｈの中央部分にＣの中央部分を合わせ、Ｃを巻き付けていくイメージ。

この時も左に綯っていくが、Ｈの筋の３の倍数筋にＣが収まる

ように巻き付ける幅を調整する。

Ｈ
Ｈ
Ｃ

Ｈ
Ｈ
Ｃ

Ｈ
Ｈ
Ｃ

Ｈ
Ｈ
ＣＨ

Ｈ
Ｃ

Ｈ
Ｈ
Ｃ

Ｈ
Ｈ
Ｃ

Ｈ
Ｈ
Ｃ

２つの束を麻紐などで結ぶA
B

根本側(太い方)が中央

Ｃ

1セット目

Ｅ

左縄と左縄を綯う

中央を合わせて左右それぞれの方向へ

Ｃ

Ｈ

Ｈ

２セット目

３セット目

Ｄ

Ｆ

Ｇ

それぞれの束を
右に撚りながら

左に綯う

＜参考文献＞ 誌面では割愛させていただき、当センターホームページに掲載します

小山さん流では、

サゲ(フサ)・紙垂・

松をひとまとめにし、縄の筋と筋の間にねじる

ように差し込む。差し込む場所は、中心を決め、

そこから「「「「１１１１、、、、３３３３、、、、５５５５、、、、７７７７」」」」とします(右図参照)。

串串串串でででで固定固定固定固定すれば完成！

サゲ・紙垂・松を
つける場所

３３３３ ２２２２ １１１１ ２２２２ ３３３３

１１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４ ５５５５

１１１１ ２２２２ ３３３３ ４４４４ 5  6  75  6  75  6  75  6  77  6  5  4   7  6  5  4   7  6  5  4   7  6  5  4   ３３３３ ２２２２ １１１１

５５５５ ４４４４ ３３３３ ２２２２ １１１１

当地域の「どんと祭」 今回の調査でヒアリングを行った人の多くは、「「「「松松松松のののの内内内内」」」」期間期間期間期間にににに使用使用使用使用したしめしたしめしたしめしたしめ飾飾飾飾りなどはりなどはりなどはりなどは「「「「どんとどんとどんとどんと祭祭祭祭

にににに持持持持ってってってって行行行行くくくく」」」」と回答(38人中26人)。「居住地居住地居住地居住地にににに近近近近いいいい神社神社神社神社((((≒≒≒≒氏神神社氏神神社氏神神社氏神神社、、、、産土神社産土神社産土神社産土神社))))がががが行行行行うううう『『『『どんとどんとどんとどんと祭祭祭祭』』』』

にににに持持持持ってってってって行行行行くくくく」パターンと、「所属所属所属所属するするするする自治会等自治会等自治会等自治会等がががが行行行行うううう『『『『どんとどんとどんとどんと祭祭祭祭』』』』にににに参加参加参加参加するするするする」というパターンが多いようです。

「「「「氏神様氏神様氏神様氏神様にににに納納納納めめめめ、、、、自然自然自然自然にににに返返返返すすすす」」」」という回答もありましたが、花泉町老松の「御嶽山御嶽神明社」の佐藤宮司によると、しめ飾りなど、

昔昔昔昔のののの正月飾正月飾正月飾正月飾りはりはりはりは「「「「土土土土にかえるものにかえるものにかえるものにかえるもの」」」」だったのでだったのでだったのでだったので、、、、各家各家各家各家のののの氏神様氏神様氏神様氏神様にににに納納納納めてめてめてめて((((焼焼焼焼くわけではないくわけではないくわけではないくわけではない))))終終終終わっていたわっていたわっていたわっていた家家家家もももも少少少少なくはないなくはないなくはないなくはないとのこと。

また、一般的に年神様は「煙に乗って帰る」と言われますが、当地域当地域当地域当地域においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、年神様年神様年神様年神様がががが「「「「田田田田のののの神様神様神様神様」」」」というというというという考考考考えもありえもありえもありえもあり、「、「、「、「松松松松のののの

内内内内」」」」がががが終終終終わるとわるとわるとわると、、、、田田田田んぼのんぼのんぼのんぼの水口水口水口水口におにおにおにお祀祀祀祀りしりしりしりし直直直直すすすすというというというという家家家家もあるもあるもあるもある((((あったあったあったあった))))ようです。

「年神様を煙に乗せて帰す」という考え方の広がりで「どんと祭」が集落レベルでも行われるようになったのか、「土にかえらない素

材」も使用されるようになったために「どんと祭」が必要とされたのか、当地域における「どんと祭」の普及経緯は定かではありません。


